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新緑の日差しの中で３年ぶりに北海道看護協会通常総会が
北海道看護協会で「かんごちゃん」（看護協会イメージキャラ
クター）に迎えられて開催されました。質問の中で2025年を
もって北海道医療大学の認定看護師研修センターが募集停止と
なり、北海道では認定看護師の育成する施設がなくなります。
今後看護協会で育成事業や学校へのかかわり等を検討してほし
いと切実な要望がありました。

今後の様々な取り組みに期待いたします。
【報告事項】

○令和４年度の決算報告・監査

■ 日　　時：2023年６月17日
■ 場　　所：北海道看護協会大講堂

北海道看護協会通常総会

今後、高齢化が進み、高齢者の単身世帯が増えていくことが
予想されています。単身生活をしている中で認知症を発症し、
サポートが必要になる患者様も増えると予想されます。丸橋氏
は、認知症の支援は、100人100通りではなく、１人で100通
り以上あると考えて関わっているとのことでした。地域で支え
ていくには、たくさんの選択肢や環境の違いがあるので、支援
の幅もとても広いのだと感じました。

支援を考える際に、認知症の困った症状ばかりに目が行きが
ちですが、本人のストレングスに着目し、患者様の強み、良い
所を引き出して援助に繋げていくことが大切であると学びまし

た。
ご家族は、不安や心配と常に葛藤しているため、その都度最

善をやり切ったと思える気持ちをもって、次のステップへ進ん
でいくことが良い支援に繋がっていくのだと感じました。

オンライン上でグループワークをも行い、事例をもとにこの
患者様の強みは何か、どの部分に支援を行ったらよいか、とい
う事を話し合いました。支援は結果ではなく、継続することが
大切であるとおっしゃっていて、患者様に合った支援を行うた
めには、その時の最善策を繰り返していくことが大切なのだと
学びました。

■ 日　　時：2023年７月22日
■ 場　　所：オンライン開催
■ 講　　師：医療法人社団大蔵会札幌佐藤病院　地域医療連携室

室長　認知症看護認定看護師　丸橋 晋  氏

札幌第４支部　看護師職能講演会

「認知症の介護をしている家族のサポート」

令和５年度  札幌第４支部

研 修 報 告

○令和６年度の日本看護協会代議員・予備代議員の選出
○令和５年北海道看護協会役員・推薦委員の選出
○令和４年度理事会報告・事業報告
　（職能委員会・常任委員会・特別委員会より）
○令和５年度北海道看護協会方針・重点事業・事業計画
○令和５年度北海道看護協会予算
○令和４年度の日本看護協会地区理事報告
○令和６年度北海道看護協会通常総会 ６月（日時場所は未定）
○新役員・推薦委員の紹介・旧役員へ謝辞・挨拶

以上のことがすべて承認され終了となりました。
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（録音・動画含む）各施設での対応や弁護士に相談という経路
が大切で、まずは関係部署・顧問弁護士に相談できる環境作り
が大事ということを何度もおっしゃっていたのが本当に印象的
でした。

グループワークでは各自の施設・病院での現状や悩み事の
ディスカッションを行いました。そのなかでも患者や医師の対
応に苦労していることがあり、各病院の安全対策委員会でも回
答に悩んでいることがわかりました。発表時には各グループか
らの質問に対して、福田氏からの直接のアドバイスや真摯な解
答を聴くことができる貴重な講演になりました。

○経験の交流と継続・早めの弁護士への相談・外部へのリリースが重要

○�各自の勤務している施設・病院に戻り、ハラスメント対応・相談機関
の経路・顧問弁護士などの相談経路を知っておくことが大切

病院と訪問看護、双方から見た情報共有についてご講義い
ただき、最後にグループワークを行いました。

病院から自宅へ帰る場合、病院の視点で患者様に合わせた
ケアを考え、指導・実践し、ご自宅へ送り出したとしても、
実際に家に帰って訪問看護が入ったところ、患者様がご自分
で出来なくなっていたり、環境が違うことで当初の想定とは
違った状態になっていた、ということがあり、病院（病棟・
外来）と訪問看護の情報共有を継続して行っていくことは、
患者様に合ったケアを行う為に、とても大切なことだと感じ
ました。

また、ケアを考える際に、その人の生活やその人らしさを
尊重し、多職種でカンファレンスを行っていくことの重要性
を再認識しました。グループワークも悩み、疑問、実際のと
ころはどうなのか、など、積極的な意見が行われていました。

札幌第４支部・支部企画研修

「病院と訪問看護の情報共有」研修会
■ 日　　時：2023年７月１日
■ 場　　所：北海道看護協会３階研修室１
■ 講　　師：�市立札幌病院　地域連携センター退院支援係退院

支援看護師　相澤 友子  氏
社会医療法人禎心会　訪問看護ステーション禎心
会東管理者　今野 好江  氏

第４支部中川支部長の挨拶から始まり、COVID19が５類に
なり暑い初夏の中で久しぶりのグループワークのできる研修の
再開となりました。福田氏より私たちが勤務をしているなかで
日常的に感じていることや起こっていることのハラスメントに
ついて判例を通してわかりやすく講義をしていただきました。

ハラスメントの定義（苦しめること、悩ませること、迷
惑）・種類の説明からはじまり、法的に問題となるハラスメン
トは主観だけではなく客観的のもので受忍限度を超えているも
の。受忍はハラスメントまでは行かないが個人の受けとりの限
度が違うので、裁判にはならないことが多いということでし
た。また、自分がハラスメントの場面に遭遇した時は記録をし

■ 日　　時：2023年７月８日
■ 場　　所：TKP札幌カンファレンスセンター６階
■ 講　　師：札幌総合法律事務所　弁護士　

北海道社会福祉協議会理事　福田 直之  氏

「医療安全研修・交流会」　札幌第４支部・支部企画研修

医療や看護施設、在宅などで起こりやすいハラスメントとその対応
～患者・家族のハラスメントから自分やスタッフの身をまもるためにできること～
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2023年７月14日に東区元町イオン
ショッピングセンターにおいて「看護の日」の

イベントが数年ぶりに開催されました。
ただし５類になったとは言え、まだまだコロナの勢いは衰え

ていず、感染対策をしながらの開催となり、今回は第４支部の役員
４名にて看護の日のイラスト入り蛍光ペンの配布という形での開催

となりました。当日はあいにくの雨のなかでは、ありましたが、専用の
はっぴ姿の第４支部の役員がお客様に声掛けをし、およそ30分前後で
螢光ペンの配布は終了となりました。中には「家族が看護師をしてい
ます」「 いつもありがとう」などの声掛けをしてくれる方や、ペンを
手に取って「 かんごちゃん」のキャラクターを「 かわいい」と喜

んでくれるなど、看護師に対する労いのお言葉をかけてくださ
る姿もみられました。少ない時間ではありましたが、看護

の日のイベントを少しずつですが再開できたことを、
私たちもうれしく思った一日となりました。

看護の日のイベント開催

看護の日とは…
毎年５月12日は「看護の日」、その日を含む日曜日から土曜日までが「看
護週間」です。看護の心、ケアの心、助け合いの心は今後の社会を支えて
いくために必要です。「看護の日」はこうした心の認知・普及のため、近
代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなんで制定
されました。

５月12日は
看護の日

かんごちゃんとは…
「看護の日・看護週間」事業では、メイン
テーマ“看護の心をみんなの心に”を伝えると

ともに、対象を主に若年層として「看護の人材
確保」を目的とした事業を実施しています。

その事業の一環として、「 看護の日・看護週
間 」事業に関する理解や支持を得るための

メッセンジャーとして、2022年２月に公
表した「 看護の日 」のキャラクター

が「 かんごちゃん 」です。
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連絡先　北海道看護協会総務課

電　話　011－863－6731

会　費　16,500円

会 員
募 集

表紙写真
季節の風景・看護の風景・ご自身の作品・
ペット紹介など、なんでもOKです。
施設紹介・スタッフ紹介
自薦他薦かまいません（写真数枚、本文400字程度）

　北海道看護協会札幌第４支部では、看護の質の向上をめざし
た活動や事業を行っています。また、看護職を取り巻く環境が
大きく変化している今、多岐に渡る研修が準備されています。
研修に参加して友達の輪を広げましょう。
　入会は、右記までご連絡ください。

連絡先　札幌第４支部  広報委員会

　　　　北海道大学  保健センター  川原  由佳子

Email：yuka2016hoken@gmail.com

募 集 中 の

テ ー マ

編集後記
　今年は、大変な暑さとなり、日本各地で異常気象による健康被害が報告されました。異常気象が「新しい平常」になるのでしょうか。
熱中症はもとより転倒も多くなり救急車を呼ぶケースがさらに増えたそうです。感染状況は、今だ落ち着いておりませんが、どうぞ、
日々の生活の中でご自身の健康にも配慮し、ご自愛下さい。

子宮頸がんは若い世代の罹患率が高い女性特有のがんで
す。子宮頸がんの99％がヒトパピローマウイルス（HPV）
の持続感染に起因するため、HPVに対するワクチンと定期
的な検診によって予防することができます。ところが、我
が国ではどちらも普及しているとは言えません。

９価ワクチンが接種可能になりました！
2022年度からHPVワクチンの積極的勧奨が再開され、

今年度から９価ワクチンが使用可能となりました。９価ワ
クチンはより多くのHPV型をカバーする世界標準のワクチ
ンであり、14歳以下の場合には２回で接種が完了します。
定期接種の対象は小学校６年生～高校１年生相当の女子
で、適切な年齢で接種することで最良の予防効果を発揮し
ます。

キャッチアップ接種の助成期間は、
2025年３月までです！

また、積極的勧奨の差し控えによって定期接種の機会を
逃した1997年度～ 2006年度生まれの女性には、キャッ
チアップ接種の機会が提供されており、2024年度までは
公費で接種することが可能です。対象となる方は是非この
機会に接種をご検討ください。

北海道大学病院　HPVワクチン副反応支援センター

HPVワクチン接種についてのお知らせ


